
2010年度株式会社ＪＣＮ横浜 放送番組審議会 議事録 

 

  

 

日時  ２０１１年４月１９日（火） １４時～１６時１５分 

 

    （震災の影響により 2011年 3月 14日開催予定を上記日程に変更） 

 

場所   上大岡・オフィスタワー ウィリング横浜 ６階会議室 1 

 

出席者 【審議委員】 

 

（敬称略） 委員長   山野井正郎 

        副委員長 本多 淳一 

                委員   片桐 為義 

                       齋藤  保 

                       坂内 光子 

                    鴇田 要一 

          ※欠席 内田 孝司 

            渡辺 ひとみ 

 

  

 

    【局側】    

 

         株式会社ＪＣＮ横浜 

          碓井 興一（代表取締役社長）、木暮 五郎（常務取締役）、濱田 康平（取締役管理部長) 

          高橋 芳明（取締役メディア事業推進部長）、大和 毅（メディア事業推進部課長代理） 

          加藤 直樹（メディア事業推進部） 

 

         ジャパンケーブルネット株式会社 

          福田 洋一（コミュニティコンテンツ運用部担当部長）、日沖 英明（神奈川エリア制作・営業室

長） 

          矢野 正泰（ＪＣＮよこはま局マネージャー） 

 

  

 

放送番組審議会概要 

 

（1）審議会次第・出席者等の紹介 

 

（2）代表者挨拶（碓井社長） 



 

（3）委員長挨拶(山野井委員長) 

 

 ●局の制作番組・今後の方針について説明（矢野よこはま局マネージャー） 

 

 1)2010年度の編成について 

 

 2)2011年度の方針について 

 

  ●神奈川・大田エリアとＪＣＮの制作番組・今後の方針について説明日沖室長、福田担当部長） 

 

 1)2010年度の編成について 

 

  2)2011年度の編成について 

 

   

 

＜委員からの主な意見・質疑等＞ 

 

●制作者が楽しくなければ面白い番組は出来ない。また面白い番組であっても、 

  どう周知していくかという課題もある。番組編成の変更など番審委員がこの程度しか 

  把握していないから、他の視聴者はもっと知らないのでは。 

  

 

●通販番組は女性心を揺さぶるコンテンツとしても良いと思う。 

  独立した番組も、もちろん良いが、既存の番組を見ていると、自然と他の番組が宣伝 

  されているような番組作りも良いのではないか。 

  

 

●モニター会議はどのくらいの頻度と人数でやっているのか。 

  災害時の対応、特に首都圏直下型の地震の場合ケーブルテレビの役割は。 

  

 

●震災による停電発生で、放送されても停電していたので我々は番組を見ることが 

  出来ない。良い情報をやっていたのに自分では見ることが出来なかった事が残念。 

  

 

●震災時はラジオが重宝したが、ラジオでは伝えきれない情報が沢山ある。 

  そういった中での CATVの役割は非常に重要だと思う。早い情報伝達を使命だと 

  感じて欲しい。 

  

 



●毎年地域密着と言っているが、番組を見ていると地元より鎌倉など、地域外の番組が多い。 

  以前はそのエリアに特化した情報が多かったので、地元をもっと優先的に取り上げて欲しい。 

  

 

●加入が増え広告出稿企業等も増えれば地域との一体感が生まれるのではないか。 

  地方では３０万都市でケーブルテレビというと、影響力があり一体感もある。 

  イベントを取材された関係者などに話を聞いて見ると、実際オンエアを見ていない人が 

  圧倒的に多く、ＤＶＤに録画して後から皆で回して見ている。番組表を見ても番組が多く 

  分かりにくいので、カテゴリ別にエンドユーザーに対して携帯電話やパソコンなどに 

   メールマガジンを  配信し、更にスタッフの現場コメントなどが記載されていれば、 

   より身近に感じる事が出来るのではないか。 

  

 

●子育て支援の関係で各区１～２くらい、親と子の集いの広場があるので取材してほしい。 

  「こどもかいぎ」は進行役の切り盛りが非常によい。 

  

 

●こどもかいぎの撮影現場に一度行ってみたいと思う。港南台で地域情報の冊子作っている。 

  その中で、中学生の職業体験の感想を書くコーナーがあるが、その中学生たちが職業体験した 

  お店に再度冊子のレポーターとして伺うようにした。同じように子ども達にビデオカメラを持たせて 

  子どもの視点で取材した番組があると面白いのでは。 

 

 

●震災以降、地域情報（コミチャン）には大変重宝している、朝、地震情報や交通情報などの 

  ライフライン情報は非常に助かる。年配者にとっては字でデータを確認できるのが良い。 

  過去の地震情報が３～４件くらいしか出てこないが、もう少し多く見たい。 

 

 

●統一地方選をＮＨＫで見ていたが、地元の情報がなかなかでてこない。 

  こういった情報は流せないのか？市の選管に行って網を張っていれば集計は出来るのでは。 

  

 

●震災関連はよく取材をしていると思った。CATVでここまで情報を流しているという事を知らなかった。 

  

 

●番組制作にご苦労されているのがよくわかった。 

  「こどもかいぎ」、子ども達は常に色々な事を考えている。子どもが何を考えているのか、 

  皆に知ってもらう事が重要だと思う。こどもかいぎを是非広めて欲しい。 

  まだまだ地元に住んでいながら地元が分からない事が多いので、もっと沢山紹介をしていってほしい。 

  

 

以上 


